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●5月20日で琉游舎は８周年を迎えました。周年の恒例により今回も数字にまつわるお話です。

●漢字で「八」と書くと下の方が広がる事から「末広がり」を意味し、日本では幸運とされ

る数字です。広東語などでは、「8」の発音が「発財（金持ちになる）」の「発」に通ずると

ころから幸運とされています。いずれにしても東アジア世界では「八」は幸運の数字です。

●慣用句で使われると「八方美人」「八方塞がり」「八つ当たり」「嘘八百」「四苦八苦」

とあまり良い意味では使われません。ただ「八」の使われ方を見ると数が大きいことや「全

ての面で」というような意味合いで使われているようです。例えば「八百万の神」「八紘一

宇」「四方八方」など「八」が大きく全ての面に拡がる､拡張していく数字と見られているよ

うです。「口八丁手八丁」の「八丁」は八つの道具の意味なので､それを使いこなせるほど腕

も弁舌も巧みとの意味ですが、使われ方で「八」は負のイメージを帯びやすいのも事実です。

●仏教での代表的な「八」は「八正道」と「四苦八苦」です。八正道は悟りに至るための八

つの修行法で、正見、正思惟、正語、正業、正命、正精進、正念、正定のことを指していま

す。この八つはものの見方､捉え方、行為です。つまりありのままに観てありのままに受け入

れありのままに行うことです。「八正道」は諸行無常、諸法無我の世界把握の方法をありの

ままに受け入れることが悟り(涅槃）への道と言うことを教えてくれます。一方「四苦八苦」

は「生老病死」の四苦に「愛別離苦」「怨憎会苦」「求不得苦」「五蘊盛苦」を加えて「八

苦」です。人間煩悩の根源である八つの「苦」から解放される方法が八つの「正道」です。

●八歳を迎えた琉游舎は「八」のように末広がりで拡がっていくでしょうか。未来のことを

占うことは「当たるも八卦当たらぬも八卦」ですが、皆さんと共にありのままの日々を歩ん

で行けば､それが末広がりに拡がっていくことなのだと考えて進みたいと思います。合掌。
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狂言綺語…方便の先へ
母親が知り合いの男二人を連れて小学校に乗り込んだ事件がありました。子供同士の諍いの手打ちに不満

のある片方の親が担任の先生の処に直談判に及んだところ破談となり、あらためて酒に酔った舎弟を連れて
かちこみをかけたようです。学校を暴力団の事務所と誤認したわけではないでしょうが、やっていることは
やくざの論理行動と全く同じです。暴力団であれば子分の行為は使用者責任として、殴り込みを示唆した親
分にも責任があるのですが、舎弟は逮捕されても母親は今のところ罪には問われていないようです。不審者
の侵入には訓練を施されていた先生方も、保護者の殴り込みまでは想定できなかったはずです。教育の場が
ある種の聖域であり教師が尊敬に値する存在で、保護者も学校を尊重する時代は遙か遠くになりにけりです。
この事件に遭遇した子供たちが心の傷を負ったことは間違いないでしょう。子供が関わる事故や犯罪で常

に言われることは心のケアです。しかしこの事件を報道する各社は一様に子供の顔は映さないまでも直接子
供にマイクを向け事件の模様をインタビューして放送していました。この事件を子供に語らせ､反芻させ、
放送で何度も自分の記憶をフラッシュバックさせられることは､恐ろしい経験の出来事を増幅させ癒やしが
たい傷跡を固定させることだと、報道に携わる人々は考えなかったのでしょうか。インタビュー画面の後、
スタジオのいわゆる識者が「これから学校は子供の心のケアをしていかなければなりません」と他人事、訳
知り顔で語っていました。心の傷に塩を塗るような行為をしたマスコミ権力がどの口をして言うのでしょう。
財務省が私立大学助成金について文科省と会議した内容が報道されていました。国の厳しい財政状況や少

子化を背景に私立大学助成金を見直す議論です。財務省は学生の数などに応じた今の配分の基準について教
育の「質」を重視すべきだとして義務教育レベルの大学の講義に否定的な立場を示しました。ある大学では
四則演算やbe動詞の用法などをあらためて勉強させていることに対する主張です。文科省の反論はデータサ
イエンスやAI学習に繋がり､英語の基礎固めは専門分野で英語を学ぶ際に役立つと言っているのです。今ま
で12年かけても習得できなかった学習レベルを、小中学レベルの基礎から再度始めて大学の４年間で社会で
活用可能な数学や英語の能力が獲得できると本気で文科省は考えているのでしょうか？実はこの論理は先に
挙げたマスコミの「子供の心のケア」についてと全く同じ構造の発言です。そのように思っていないのに立
場や状況やあるべき姿を装うために弄される、日本の社会構造を根底から腐敗させる言行不一致です。本音
を、否定しがたい正論で隠蔽する「方便」を装った「嘘」です。正論は「事実を伝え社会に問題提議する報
道の使命」に対し、行動は「視聴率のためなら何でもあり、相手の心情は一切斟酌しない」です。大学の議
論も正論は「教育の機会均等、人材の育成、誰も置き去りにしない社会」ですが、行動は「一度出した補助
金を廃止したら口利きをした政治家や学校法人の地元有力者に徹底的に反撃を受けるのでできません」です。
仏教が語る「方便」は非常に重要な教化方法です。俄には受け容れがたい仏の教えを伝える為に用いられ

る巧みな手段、衆生を真実の教えに導くために仮に設けられた教化方法です。私の帰依する法華経の本質は
「方便品第２」に代表される、方便の正当性を信行の観点から明らかにし、方便が導く手段によって声聞、
縁覚、菩薩の三カテゴリー（三乗）に分裂していた仏道を論理的に統一（一乗）した、野心的で大胆な教え
だと私は考えます。しかもそれまでは菩薩道から観ると対立軸にあった声聞、縁覚の立場や実績、行動を毀
損することなく、平和的かつ誰もが納得できる論法で統一したのです。大乗仏教の立場から「正（菩薩）」
と「反（声聞・縁覚）」を「合（仏道）」へと止揚した大変画期的な論理展開です。この方便手法こそが誰
一人として取り残さずに衆生全てを仏の道に導くことを可能にした唯一の手段なのです。そして方便の先に
は真実の教えが必ずなければなりません。しかし方便を使用する僧侶が権威・権力化していく過程で、目的
が僧侶の主張と行動の正当化のために用いられることとなり方便は「嘘も方便」となってしまったのです。
正論や正義の下に組み立てられた論理は、それが嘘も方便であったとしても、方便が詭弁であると指摘し

欺瞞を暴くことは大変困難なことです。なぜなら、殆どの民主主義政体においては「自由・平等・博愛」が
絶対的「善」であると言う理念に基づいて正論や正義が論理づけられているからです。この三つの理念は天
賦のものとして全ての人間に備わった人権とされていますが、では誰から与えられているのでしょう。それ
は一神教の神からです。ただ理念だけ与えてもそれを事細かく現実の行動に落とし込む役割は神の代理人を
名乗る聖職者、そして彼らを自家薬籠中のものとした権力者です。となれば、極端な表現ですが代理人や権
力者の数だけ正論も正義もあることになるのです。各々の正論や正義は神の「善」ですから妥協や歩み寄り
の余地はありません。絶対「善」同士の対立の解決は言葉では不可能です。唯一の方法は暴力になるのです。
歎異抄13段、親鸞聖人と唯円の問答は絶対「善」は仏だけが持つもので、人間には貸与されていないと言

うことを端的に示すものです。親鸞の言葉に全て従うと答えた唯円にそれでは千人殺してこい、そしたら極
楽に往生できるといわれ、さすがにそれはできませんと返すと、聖人は「何ごとも自分の思った通りにでき
るのなら、極楽の為に千人殺せと言われたら、素直に殺しに行くだろう。しかし一人も殺すことできないの
は、そういう業縁がお前にないからだ。お前の心が善いから殺さないのではない。もしお前にそういう業縁
があれば、そんなことをしてはいけないと思っても、百人千人と殺すのだ。」殺すと言う暴力は理念でも正
義のために実行するものではない、「善」の心があるから実行しないのでもない。業縁がないから殺さない
だけで、あれば殺すだろうという、諸法無我、諸行無常の仏の法です。「善」は仏のはからい、人間が持つ
ものではない。善悪一如。これが仏教の教えです、そして唯一、非暴力平和への道と私は考えます。


